












　2009 年 3 月ロサンゼルス中央図書館（https://
www.lapl.org/branches/central-library） と UCLA
の図書館 (https://www.library.ucla.edu/) を訪問する
機会を得た。そこでは、点字ブロックやスロープなどは
当たり前で、筆者が驚愕したのは、当時国内の図書館で
はほとんど見ることのなかった弱視者が読書をする拡大
読書器や画面拡大ソフト、読み上げツールが利用可能な
状態で設置されていたことである。また、肢体不自由者
向けのキーボードやジョイスティックなどのマウス代替
機器などが設置され、利用希望があれば、誰でも自由に
あなたの本の楽しみ方は？
・・・読む？見る？聞く？触る？
太田容次
使えるのだそうだ。さらに“墨字”と言われる紙に印刷
した書籍を読むことができない視覚障害のある人や発達
障害等で書籍の文字を読むことが困難な人に対しては、
要望があれば点字化や電子化する体制をとっていると聞
いた。これは、障害のある人にとって優しいだけでは無
い。誰もが歳をとり、視力を始め様々な身体機能が低下
した時に、優しい図書館になるということだ。
　特別支援教育の視点で見てみると、この 10 年で大き
く変わったのは、教科用図書として学習者用デジタル教
科書が制度化されたことである。その特徴としては、拡
大縮小、ハイライト、共有、反転、リフロー、音声読み
上げ、総ルビ、検索、保存などのデジタル機能が使える
ことである。例えば、紙の教科書だと音読が難しい子供
には、音声読み上げ機能や、文字の大きさ、背景色、テ
キストの色、行間・文字間隔の変更機能を活用すること
で、音読などの学習に主体的に参加できる場面が増える
だろう。
　これからの図書館は、読む、見る、聞く、触る・・・
誰もが利用可能なユニバーサルデザインが当たり前に
なってほしい。
参考 URL　文部科学省　学習者用デジタル教科書の制度化
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/
kyoukasho/seido/1407731.htm
（こども教育学科准教授）
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